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１　新しい三原をつくる協働のまち　(1) 人権・男女共同参画

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎施設維持管理事業（人権文化センター） 1,500 ※大和人権文化センター耐震診断　1,500千円 人権 112

　S55年建築，RC2階建

計 1,500

１　新しい三原をつくる協働のまち　(2) 元気な地域

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎住民組織活動支援事業 5,700 ※地域経営推進交付金 地企 115，116

　三原市地域経営方針に基づき，各地区の特性・実情に合わせた「地域ビジョン」を策定した地区

　を対象に活動費を支援

　本年度対象予定地区：4地区（高坂，鷺浦，北方，和木）

※関係人口創出事業 8,277 地域と多様に関わる地域外の人材「関係人口」を増やす機会・きっかけづくりとして，地方に関心 地企 117，118

を持つ若者を対象とした本市での体験学習ツアー等を受入地域の住民と協働して開催

　・ツアー企画ワークショップ開催

　・東京都内でのセミナー開催（移住ニーズ等のヒアリング）

　・ツアー開催（開催数は3回，各回の参加者は15名を予定），フォローアップ等

（注）関係人口とは，移住した「定住人口」と，観光に来た「交流人口」の中間に位置づく

計 13,977

予算審議

資料の頁

事　　業　　名

予算審議

資料の頁

事　　業　　名

資料 ２

－　1　－



－　2　－

２　地域の文化と多様な人材を育むまち　(1) 教育

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎学ぶ力育成事業 5,000 ◎学習分析事業（学力定着確認，※学習環境把握）　11,919千円 学教 122

　基本的な学習内容の定着度と学級集団内での状況を把握し，教職員の指導方法の充実等により

　学力定着を図る

◎就学援助費（小・中学校） 19,435 経済的理由により就学困難と認められる子どもの義務教育における就学を援助 学教

　支給額について，国の単価の引上げに合わせて単価を引上げ

◎就園援助事業 幼児教育無償化に係る入園料，授業料，副食費相当分を園に補助 教振

6,008 　※国立幼稚園無償化事業費補助　6,008千円

190,990 　※私立幼稚園無償化事業費補助　190,990千円

◎教材備品整備事業（小・中学校） 13,800 ※校務支援システムソフトウェア使用料　13,800千円 教振 126，127

　児童生徒の学籍・成績等の情報を総合的に管理するシステム

　債務負担行為（R2～R6）　27,200千円

5,400 ※校務支援システム機器整備　5,400千円

◎児童・生徒相互交流事業 少年少女海外派遣事業　3,098千円 生涯 129

　参加生徒数　14人　　シンガポール　6泊7日（予定）

200 　◎R2年度は交流25周年記念事業を併せて実施

計 240,833

予算審議

資料の頁

事　　業　　名



２　地域の文化と多様な人材を育むまち　(2) 生涯学習，文化・スポーツ

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎施設維持管理事業（中央公民館） 4,200 ※空調機（コンプレッサー）更新　4,200千円 生涯 130

※文化芸術交流促進事業 3,000 文化芸術交流促進事業開催委託　3,000千円 文化 132

　市民参加型のイベントを実施

　　開催：12月予定

　　会場：芸術文化センター　ポポロ

◎災害復旧事業（社会教育施設） 4,731 ※市史跡小早川家墓所災害復旧費補助　4,731千円 文化

408 ※市史跡日名内氏の墓災害復旧費補助　408千円

◎施設維持管理事業（リージョンプラザ） 2,400 ※揚水ポンプ更新　2,400千円 スポ 137

7,000 ※長寿命化計画策定　7,000千円

◎スポーツ活動推進事業 5,388 ※東京オリンピック聖火リレー　5,388千円 スポ 137，138

　5月19日（火）　円一町～東町

318 ※東京パラリンピック聖火採火式　318千円

　8月14日（金）　リージョンプラザ文化ホール，屋外広場

計 27,445

３　多様な産業と多彩な交流による活力あるまち　(1) 商工業・サービス業

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎企業誘致対策事業 3,000 ※産業用地適地選定事業　　3,000千円 商工 140, 141

　新たな産業団地整備を目的とし，既存団地の再整備を含め，沿岸部を中心に産業団地立地の可

　能性のある候補地の調査及び評価

◎雇用就労支援事業 1,500 ※企業情報パンフレット作成 商工 144，147

　市内企業の情報誌を作成し，進学，就職期の学生を中心に情報発信することにより市内企業

　への就職を促進し，労働者の確保をめざす

計 4,500

予算審議

資料の頁

事　　業　　名

事　　業　　名

予算審議

資料の頁

－　3　－



－　4　－

３　多様な産業と多彩な交流による活力あるまち　(2) 農林水産業

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

※農業振興地域整備促進事業 1,200 農業振興地域整備計画の策定から5年以上経過していることから，昨年度策定した農業振興ビジョ 農水

ンと整合性を図るとともに，本市の農業振興施策の現況に合わせた農業振興地域整備計画を策定

　計画期間：R3～R7

※６次産業化推進事業 5,000 農産物及び加工品の販路拡大による農業者の所得向上を目的とし，首都圏等で開催される販売イ 農水 150，153

ベント，海外での展示会への出展に係る経費の一部を補助

　海外販路拡大に係る出展等経費補助　　（補助率1/2）

　首都圏等販路拡大支援補助　　（補助率1/2　1回当たり上限25千円）

米粉消費拡大を目的とし，米粉フェアを開催し，米粉の活用方法を消費者へ周知を図る

　米粉消費拡大イベント開催　　348千円

◎漁港維持管理事業 9,700 ※能地漁港施設用地等利用計画策定 農水 154

7,500 ※能地漁港用地等確定測量業務 154

◎農業用施設維持管理事業 3,600 ※機能保全計画策定 農水 157

　インフラ施設長寿命化対策の一環として，農道トンネル（1か所）の機能診断及び保全計画策定

※沼田東町納所水路排水対策事業 2,200 七宝頭首工の撤去に伴う，代替水源確保のための測量設計業務 農水

計 29,200

事　　業　　名

予算審議

資料の頁



３　多様な産業と多彩な交流による活力あるまち　(3) 観光・交流

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎観光体制推進事業 137,920 ※観光ＤＭＣ支援事業 観光 165，167

　第2次三原市観光戦略プランにおける目標値，観光客数及び観光消費額の増加をめざし，稼ぐ

　観光を目的とした地域商社と観光振興の両事業による観光6次産業化等を目標に掲げ，完全民

　活型として運営されるＤＭＣ組織の自立経営に向けた支援

　地域連携ＤＭＯ組織運営，観光誘客事業，事業運営関連費

◎観光資源整備事業 5,620 ◎ひろしまトリエンナーレ2020inBINGO実行委員会負担金 観光 165，167

　備後地域（三原市，福山市，尾道市）を舞台に開催される現代アートの祭典に参画

　作品の展示運営等

7,000 ※観光案内看板整備事業 167

　駅前東館跡地整備に伴い，駅周辺の観光及び三原内港エリアの中心市街地活性化，周遊性

　向上を図るため，歩行者系観光案内看板を設置

◎観光推進事業 15,000 ※観光MaaS実証事業 観光 168

　せとうち広島デスティネーションキャンペーン開催を契機に，ＪＲや船舶事業者等と連携し，

　三原駅及び三原港を中心とした中心市街地の周遊性を高めることを目的とした，デジタルサイ

　ネージの設置，多言語誘導サインの整備

◎施設維持管理事業（観光施設） 7,000 ※道の駅「よがんす白竜」改修事業 観光

　子育て応援施設（授乳室）の設置等

◎国際化推進事業 5,114 ※国際交流員活用事業 経企 169，171

　外国青年招致事業を活用し，市の国際化を支援する国際交流員を1名任用し，国際交流事業や

　多文化共生事業等の推進を図る

計 177,654

事　　業　　名

予算審議

資料の頁

－　5　－



－　6　－

３　多様な産業と多彩な交流による活力あるまち　(4) 交流・連携基盤

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎社会資本整備総合交付金事業（道路維持） 96,000 ※道路構造物補修工事（港町5号線）　96,000千円 土木

10,000 ※街路樹の計画的な維持管理及び更新等を実施（R2～R7） 都開

　本年度事業費：街路樹管理計画策定　10,000千円

　R3～R7　計画に基づいた街路樹の維持管理及び更新（43路線）

◎県施行事業負担金（港湾改良整備） 3,000 ※内港老朽化対策事業（東公園南側護岸）　吸出し対策工事　L=580m 港湾 180

7,500 ※須波港修築事業（老朽化した浮桟橋の更新）　実施設計 180

36,667 ※松浜2工区港湾改良事業　移転補償地の県土地開発公社資金買戻し 180

13,667 ※糸崎岸壁改良事業（岸壁修繕）　実施設計・工事 180

◎港湾施設維持管理事業 5,000 ※内港再生基本構想検討業務　5,000千円 港湾

10,000 ※内港西物揚場安全対策等　10,000千円

◎ ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ施設整備事業 180,000 ※安定的なケーブルテレビ等のサービス提供のため，老朽化した本郷ケーブルネットワークセン 情報 182，183

ターの新設・移転の設計・施工業務を委託

　総事業費　450,000千円

　本年度事業費　180,000千円　設計業務，基礎工事，建屋建築工事，光ケーブル敷設

　債務負担行為（R2～R3）270,000千円

　R3年度事業概要：センター・シェルター機器設置，光ケーブル接続切替，加入者宅機器更新等

◎中心市街地活性化支援事業 中心市街地活性化基本計画進捗管理事業費補助 商工

　基本計画掲載事業の進捗管理及び目標指標の効果測定を実施する事業費の一部を補助

1,500 ※R2年度末で計画期間が満了するため，次期計画を策定 184，190

7,461 ※駅前広場等管理運営事業 184，191

　中心市街地活性化のため，広場の維持管理と広場を活用したイベント開催等の運営業務を委託

4,800 ※地域金融機関等の出資により，まちづくりファンドを組成し，中心市街地の空き家等を活用した 184，190

　リノベーション事業，イベント開催等を実施する事業費の一部を補助

◎魅力あるまちなみづくり事業 1,600 ※「本町西国街道地区」のまちなみづくり基本方針に基づき，街並みガイドラインを作成 都開 185，192

計 377,195

事　　業　　名

予算審議

資料の頁



４　健やかに暮らせる人に優しいまち　(1) 子ども・子育て

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎子ども居場所づくり事業 8,233 ※小坂第2放課後児童クラブ（直営），Kids Garden PEEK-A-BOO（民設民営）　 子育 197，198

　R2年4月から開設

◎児童虐待防止事業 7,278 ※子ども家庭総合支援拠点を設置し，子ども家庭支援員，虐待対応専門員を配置し，家庭支援と子 保福 196，201

　どもを守るための積極的な相談支援体制を強化することで，児童虐待の未然防止に取り組む

　(1) 子どもがいる家庭への支援

　(2) 特定妊婦，要保護児童及び要支援児童等の支援

　(3) 関係機関との連携

　(4) その他必要な支援（里親等の支援，施設入所等の措置を解除された子どもの家庭復帰支援）

◎児童館運営事業 児童の健全な育成を図る場となる児童館を運営 子育 197，199

18歳未満のすべての子どもと保護者を対象としたイベントや遊びの企画及び実施

R2年8月にペアシティ三原西館2階へ移転オープン

新児童館

◎運営時間　10時～19時　　現児童館は10時～18時（10月～3月は17時30分）

◎施設機能　遊戯室，学習室，スポーツ室，乳幼児専用ルーム（乳幼児用トイレ，授乳室），

　　　　　　無料Wi-Fi等

◎母子保健事業 1,300 ※3歳児健康診査における斜視や弱視等のスクリーニング検査用機器購入 保福 203

◎不妊検査費等補助事業 300 ※不育症検査費・治療費の補助 保福 204

　対象者　　市内に住所を有し，不育症と診断された者で治療初日に妻の年齢が43歳未満の夫婦

　補助額　　不育症検査・治療に係る自己負担額（上限額　300千円）

　補助回数　1夫婦1年度に1回

計 17,111

事　　業　　名

予算審議

資料の頁

－　7　－



－　8　－

４　健やかに暮らせる人に優しいまち　(2) 健康・医療

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎生活習慣病予防対策事業 ◎薬局での糖尿病検査事業 保福 205，208

　　対象者　40～74歳の特定健康診査及び※後期高齢者基本健康診査未受診者

　　実施場所　三原薬剤師会会員薬局等

◎予防接種事業 11,130 ※ロタウイルス　R2年10月1日から定期接種化　11,130千円 保福 210

　対象者はR2年8月1日以降に生まれた乳児

23,055 ※風しん抗体検査・予防接種　　　　　　　　　　23,055千円 211

　対象者はS37年4月2日からS54年4月1日生まれの男性のうち，抗体検査を行っていない者及び

　抗体検査の結果，抗体価が低い者

◎予防接種費補助事業 20 ※風しん予防接種費補助 保福 211

　安心して妊娠ができるように，風しんの抗体がない妊娠を希望する女性とその同居家族に対し，

　風しん予防接種費を全額補助

◎周産期医療体制継続費補助 8,940 ※地域周産期母子医療センター（ＪＡ尾道総合病院）の受入体制の維持を図るため，運営費の一部 保福 212，213

　を補助

◎世羅中央病院企業団負担金 9,520 ※医療機器等整備費（電子カルテシステム，看護支援システム，医療事務システム，サーバー等 保福 212，214

　の更新）

計 52,665

事　　業　　名

予算審議

資料の頁



４　健やかに暮らせる人に優しいまち　(3) 福祉・介護

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

※高齢者福祉計画等策定事業 4,477 第8期高齢者福祉計画・介護保険事業計画を策定 高齢 221

　策定委託料　4,100千円

　委員報酬，食糧費，印刷製本費　377千円

　計画期間　R3～R5年度

◎ ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰわたせ指定管理委託事業 5,500 デイサービスセンターわたせの管理運営 高齢 221

　指定管理期間：R2年4月1日～R3年3月31日　指定管理料：5,500千円

◎地域支援事業 95 ※ソフトウェア借上料　　　　　　　　 95千円 高齢 224

　認知症スクリーニングアプリを導入し，ホームページで手軽に認知症の自己チェックができる

　ことにより，早期発見・早期支援へつなげる

200 ※ＧＰＳ機器購入費補助　　　　　　　200千円 226

　認知症高齢者等の所在不明に対応する家族の負担軽減のため，ＧＰＳ機器購入への助成

※障害福祉計画等策定事業 3,320 第6期障害者プランを策定 社福 232

　策定委託料　2,600千円

　委員報酬，出席者謝金，消耗品，食糧費，印刷製本費，郵便料　720千円

　計画期間　R3～R5年度

◎生活困窮者自立支援事業 2,652 ◎生活困窮世帯の子どもに対する学習支援 社福 235，236

　県立広島大学三原キャンパスの学生に，教職経験者等を新たに加え，学習支援を実施

　また，本郷地域においても，委託業者により学習支援を実施

　対象者：生活保護受給世帯及びひとり親世帯の中学生に加え，◎小学4年生以上を対象

　実施方法：中央公民館（月2回程度，13時30分～16時30分）

　　　　　　本郷地域（委託業者により実施，7月から開設予定，月2回程度）

※被保護者健康管理支援事業 253 生活習慣病予防等の推進と医療扶助費の適正化を図るため，システム改修及び保健指導を実施 社福 234，237

　生活保護システム変更委託料　154千円

　システム使用料　　　　　　　 99千円

計 16,497

事　　業　　名

予算審議

資料の頁
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５　安心して快適・安全に住み続けられるまち　(1) 防災

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

※コミュニティＦＭ送信装置整備事業 7,800 災害時に有線放送網が断線した場合に臨時災害放送局を開局するためのＦＭ送信装置を整備 危機

◎緊急時体制整備事業 1,617 ※災害時地図情報システムの導入　1,617千円 危機 247

　災害対策本部と各部署とで得た情報を共通入力可能な地図情報システムを導入し，災害情報の

　可視化・共有化を図る

◎災害対策事業 2,700 ※総合防災ハザードマップ作成　2,700千円 危機 245

　土砂災害ハザードマップの情報を盛り込んだ総合防災ハザードマップ（Web版）を作成

◎自主防災活動推進事業 250 ※自主避難所開設運営謝金　250千円 危機 245

　自主避難所を開設・運営した自主防災組織に対し，1日あたり5千円を支給

◎建築物災害対策事業 900 ※ブロック塀等安全対策事業費補助 建指 259

　避難路に面するブロック塀等の除却又は建替え費用の一部を補助

　補助額：工事費の2/3（上限：除却150千円，除却・建替え300千円）

◎河川維持管理事業 6,000 ※災害時等に使用する応急用ポンプの購入（3基）　6,000千円 土木 249

計 19,267

予算審議

資料の頁

事　　業　　名 事業費



５　安心して快適・安全に住み続けられるまち　(2) 生活の安全安心

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

※消防通信指令システム整備負担金 114,308 消防通信指令センターシステム整備に対する負担金 消防 260，262

　負担対象事業費　267,300千円

　負担割合　　　　三原市　 114,306千円

　　　　　　　　　尾道市　 152,994千円

　三原分　89,400千円　　世羅分　24,908千円　　　（千円未満切り上げ）

◎非常備消防施設等整備事業 2,470 ※格納庫建設工事費　長谷分団沼田格納庫　2,470千円 消防 261

　県道三原本郷線の拡幅工事に伴う，既存格納庫の解体及び移転整備

◎常備消防施設等整備事業 38,000 ※消防ポンプ自動車更新　1台（大和出張所）　38,000千円 消防 263

3,000 ※大和出張所庁舎整備工事設計委託料　3,000千円 262

計 157,778

５　安心して快適・安全に住み続けられるまち　(3) 環境

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

※一般廃棄物処理基本計画策定事業 0 一般廃棄物の適正な処理，リサイクル，減量化等について基本計画を策定 環管 273

　債務負担行為（R2～R3）9,000千円

　一般廃棄物処理基本計画　計画期間　R4～R13

　循環型社会形成推進地域計画　計画期間　R3～R7

◎清掃工場維持管理事業 29,700 ※最終処分場の延命化を図るため，既存埋立物を掘り起こして搬出　29,700千円 環管 272，275

※旧賀茂第2クリーンセンター解体事業 13,000 老朽化により倒壊の危険性がある旧賀茂第2クリーンセンターの解体設計 環管

（S53竣工，S63運転休止）

計 42,700

予算審議

資料の頁

事　　業　　名 事業費

予算審議

資料の頁

事　　業　　名 事業費
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５　安心して快適・安全に住み続けられるまち　(4) 生活基盤

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎施設維持管理事業（新三原斎場） ※指定管理者制度導入　 生環 278，286

　債務負担行為（R2～R4）　78,800千円

18,600 　R2年度事業費　18,600千円

◎新三原斎場建設事業 4,400 ※斎場予約システム導入事業　4,400千円 生環 278，282

◎公園整備事業 ※船木防災公園整備事業（R2～R4）

3,000 　本年度事業費：基本計画策定　3,000千円

◎空家等対策事業 4,000 ※空き家活用モデル支援事業費補助　4,000千円 住宅 292，293

　空き家活用のモデルとなる事業を公募し，優秀な事業に改修費等の一部を補助

　上限額　2,000千円（補助率 2/3）

600 ※緊急安全措置　600千円

　空き家の倒壊等による危害が切迫している場合等，緊急的に必要最低限の措置を実施

◎市営住宅整備事業 1,000 ※宮沖住宅等移転統合建替事業基本計画策定　1,000千円 住宅 292，294

計 31,600

６　計画の実現に向けて　(1) 効果的・効率的な行財政運営

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

※自動音声電話システム構築事業 2,516 自動音声電話システム構築事業 税収

　早期に滞納整理に着手するため，督促状発送10日後の初期段階で滞納者に自動電話音声による

　一斉催告や口座振替勧奨案内等を実施

　市税，国民健康保険税，介護保険料，後期高齢者医療保険料

◎公共施設マネジメント推進事業 1,300 ※旧情報推進課執務室改修事業 経企 298，300

　リージョンプラザ内の旧情報推進課執務室の空床を放課後児童クラブ及び貸事務室に改修

　改修工事設計業務　1,300千円

　工事費については，実施設計により算出し，補正予算により対応予定

計 3,816

予算審議

資料の頁

事　　業　　名 事業費

予算審議

資料の頁

事　　業　　名 事業費



６　計画の実現に向けて　(2) 透明性の高い行政運営と情報発信

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎シティプロモーション推進事業 5,000 ※戦略的情報発信に向けた外部アドバイザーの設置 観光 302，303

2,500 ※三原市の独自性のある魅力や強みをＰＲするガイドブックの制作

計 7,500

６　計画の実現に向けて　(3) 地方分権型社会に対応した行政経営

［※］は新規事業   [◎]は拡充事業 

説　　　　　　　　　　　　明 所管

◎総合戦略調査事業 1,500 ※若年層人口流出要因等調査事業 経企 305，306

　本市の人口減少の主要因である若年層の転出について調査，分析，検証し，今後の人口減少対

計 1,500

予算審議

資料の頁

事　　業　　名 事業費

予算審議

資料の頁

事　　業　　名 事業費
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（災害関連予算を除く） ） ）

計 85 事業 1,222,738 千円

制度等拡充分 6 事業 38,407 千円

事業 2,221,657 千円

70 事業

14

6,066,451 千円

事業 128,909 千円

（　77 事業 1,179,192 千円 （　51

令和2年度令和2年度令和2年度令和2年度 平成31年度平成31年度平成31年度平成31年度

新規事業分 79 事業 1,184,331 千円 56 事業 5,937,542 千円
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